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主な記事

ありがとうございました

　９月22日（水）の市議会定例会
最終日に、現職の市議会議員が
市長、副市長と一緒に記念撮影を
行いました。
（藤原清史議員は欠席）
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写真撮影時のみ、マスクをはずしています。
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令
和
３
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９
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定
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９
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22
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で
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の
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で
開

会
し
ま
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今
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年
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算
認
定
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議
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常
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︑
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定
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も
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可
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︑
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件
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同
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ま
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︒

　

 

９　

月　

定　

例　
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の　

概　

要
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報
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︑
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願
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︑
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可
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し
ま
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︒

　
ま
た
︑
９
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６
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の
本
会
議
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︑
７
人
の
議
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が
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
︒

　
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
の

概
要
は
３
~
５
ペ
ー
ジ
︑
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な

議
案
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６
ペ
ー
ジ
︑
議

決
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果
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ー
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︑
一
般
質

問
と
答
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概
要
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11
ペ
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

決算の概要説明を行う北村会計管理者
（８月30日）

決算の監査結果報告を行う畑代表監査委員
（８月30日）
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決算特別委員会の𠮷岡委員長（左）と久保副委員長（右）
（9月 6日）
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◆令和２年度一般会計・特別会計・企業会計決算（概要）◆
会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引差額

一 般 会 計 689億6978万5千円 680億3283万2千円
9億3695万3千円 

（基金積立額および翌年度
へ繰越すべき財源を含む）

特　
　
別　
　
会　
　
計

国 民 健 康 保 険 129億2461万1千円 127億5656万7千円 1億6804万4千円 
（基金積立額を含む）

後 期 高 齢 者 医 療 32億5292万円 32億544万8千円 4747万2千円
介 護 保 険 148億674万円 142億5726万5千円 5億4947万5千円
住宅新築資金等貸付事業 494万7千円 459万4千円 35万3千円
観 光 交 通 対 策 4億4516万6千円 4億4476万円 40万6千円
土 地 取 得 11億3268万5千円 11億3235万8千円 32万7千円

会　　　計　　　名 収益的収入（税抜き） 収益的支出（税抜き） 差引損益
企
業
会
計

病 院 事 業 83億5170万8千円 83億130万7千円 5040万1千円
水 道 事 業 25億9636万3千円 22億6495万6千円 3億3140万7千円
下 水 道 事 業 35億5693万7千円 34億3466万7千円 1億2227万円
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費
業
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債
公

金
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繰

他
の
そ

※補助費等について、令和元年度36.1億円から令和２年度174.0億円と
　大幅な増額となった要因は、新型コロナウイルス感染症関連の補助金
　が増額となったためです。

源

依

存

財

財

自 主

源

市税
24.0%

分担金及び負担金
0.8%

その他
自主財源 1.8%

国庫支出金
32.0%

地方交付税
15.9%

県支出金
5.1%

市債
11.1%

その他
依存財源
5.3%

689億
6,978万5千円

69.4％

30.6％
民生費
48.5%

衛生費
7.9%

教育費
11.4%

公債費
8.4%

総務費
6.1%

消防費
3.4%

その他
0.9%

680億
3,283万2千円

令和元年度 令和２年度

◆一般会計　歳出（性質別）決算額の前年度比較◆

農林水産業費
1.4%

80.3

97.8

67.3
76.7

3.4

174.0

52.3

1.6

56.5

75.4

3.93.7

114.0

36.1

74.8

2.4

57.0

84.0

1.2

繰入金 3.1％

諸収入 0.9％

観光費 1.1%

土木費
8.4%

商工費 2.5%

118.1

歳　入 歳　出
令和２年度一般会計決算の内訳（目的別）
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〇歳出
　総務費　駐輪場管理のコスト削減など
　労働費　就職セミナーのオンライン開催、市
内就職先のＰＲなど
　農林水産業費　いちご産地の強化、スマート
農業への転換、獣害対策、遊休農地活用、放
置された森林の適正管理、干潟保全、陸地で
の栽培漁業、漁港管理など
　商工費　産業支援センターの方向性の見直し
など
　観光費　観光地のトイレ改修、伊勢志摩地域
への誘客など
　土木費　地籍調査、道路整備工事の早期完成、
通学路整備、河川の浸水対策、踏切道対策、
市営住宅の指定管理料の見直し、空き家の対
策など

〇特別会計
　・住宅新築資金等貸付事業特別会計
　・観光交通対策特別会計　
　・土地取得特別会計

〇歳入
　保育料収入過年度未納分の徴収率向上
〇歳出
　民生費　保健福祉拠点施設、障がい者サポー
ター制度、こども医療費助成制度、生活困窮
者自立相談支援、保育士確保など
　衛生費　新型コロナウイルス感染症の影響に
よる市民の健康、路上喫煙対策、ごみの減量
など
　教育費　オンライン学習、新型コロナウイル
ス感染症が学校行事や授業に与える影響、不
登校対策、教職員の健康管理、障がい者ス
ポーツ、体育施設の管理など

〇特別会計
　・国民健康保険特別会計　
　・後期高齢者医療特別会計
　・介護保険特別会計　

〇企業会計
　・水道事業会計　計画の見直し、有収率向上
のための漏水箇所早期発見など
　・下水道事業会計　雨水処理対策、繰越工事
への指摘など

〇企業会計
　・病院事業会計　地域への医療貢献に対する
期待

産業建設分科会（９月９日）

教育民生分科会（９月13 日）

産業建設分科会の審査結果を報告する北村会長
（９月21日）

教育民生分科会の審査結果を報告する吉井会長
（９月21日）

産業建設分科会（9月9日）

教育民生分科会（9月13日）

決算審査

決算審査
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〇歳入
　寄附金活用の検証、財政調整基金の減少、合
併特例債の活用状況、市町村合併の検証など

〇歳出
　総務費　職員研修の充実、人事評価制度の取
組、出会い・結婚支援事業の推進、ご当地ナ
ンバーでの伊勢志摩のＰＲ、アウトソーシン
グの見直しの検討、地域に関する施策の周知、
サウンディング型市場調査の活用、コロナ終
息後のイベントの企画、コロナの影響による
自治会・まちづくり協議会の運営への対応、
ふるさと未来づくりの目標達成への取組、防
犯カメラ設置の推進など
　消防費　防災資機材の整備、訓練に対する補
助など

　教育費　情報戦略局文化政策課の体制、文化
財に精通した職員・学芸員の確保など

総務政策分科会（９月15 日）

総務政策分科会の審査結果を報告する小山会長
（９月21日）

総務政策分科会（9月15日）

８
月

２
日
◦
広
報
検
討
分
科
会

16
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

　
　
◦
条
例
等
検
討
分
科
会

17
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

18
日
◦
総
務
政
策
委
員
協
議
会

　
　
◦
全
員
協
議
会

　
　
◦
各
派
代
表
者
会
議

　
　
◦
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
会
議

23
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

　
　
◦
条
例
等
検
討
分
科
会

24
日
◦
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
会
議

30
日
~
９
月
22
日

　
　
◦
９
月
定
例
会

30
日
◦
全
員
協
議
会

　
　
◦
広
報
検
討
分
科
会

９
月

６
日
◦
企
画
調
整
部
会

７
日
◦
広
聴
検
討
分
科
会

13
日
◦
全
員
協
議
会

17
日
◦
企
画
調
整
部
会

21
日
◦
議
会
の
あ
り
方
調
査
特

別
委
員
会

22
日
◦
各
派
代
表
者
会
議

　
　
◦
広
報
検
討
分
科
会

 

議
会
日
誌

決算特別委員会（9月21日） 本会議（9月22日） 決算特別委員会の審査結果を報告する𠮷岡委員長
（９月22日）

　９月 21日の決算特別委員会全体会で、各分科
会の会長がそれぞれ分科会審査の結果を報告し、
採決の結果すべて可決・認定され、これを受け、
９月 22日の本会議で、𠮷岡勝裕決算特別委員会
委員長が決算全体の審査結果を報告しました。

決算特別委員会（９月21 日）・本会議（９月22 日）

二次元コードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、会議の動画が視聴できます。

決算審査
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０
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︒
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伊
勢
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
︵
第
６
号
︶

２
億
５
０
０
５
万
４
千
円

観
光
費

・・
観
光
地
等
混
雑
緩
和
事
業

１
５
０
０
万
円

　
観
光
客
が
密
を
避
け
た
観
光

が
で
き
る
よ
う
︑
観
光
情
報
や

混
雑
状
況
を
配
信
す
る
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
整
備
経
費
を

新
た
に
計
上
︒

消
防
費

・・
避
難
所
感
染
防
止
対
策
事
業

２
２
５
３
万
６
千
円

　
避
難
所
で
の
感
染
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
︑
ワ
ン
タ
ッ
チ

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
資
機
材

の
購
入
経
費
を
増
額
︒

教
育
費

・・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
環
境
整
備

　
事
業

３
５
１
０
万
円

　
密
を
避
け
た
屋
外
で
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
︑
利
用

者
が
増
加
し
て
い
る
大
仏
山
公

園
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
外
周

路
の
整
備
経
費
を
新
た
に
計
上
︒

審
議
し
た
主
な
議
案
の
内
容

幅
に
減
少
し
た
中
小
企
業
者
に

対
し
て
︑
売
上
げ
の
減
少
率
に

応
じ
て
事
業
継
続
を
支
え
る
支

援
金
の
給
付
を
す
る
た
め
の
経

費
を
新
た
に
計
上
︒

条　
例

▽
伊
勢
市
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　
市
民
の
市
へ
の
各
種
申
請
や

届
出
︑
市
の
機
関
等
が
行
う
処

分
の
通
知
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
え
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
︑
そ

れ
に
伴
う
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
︑
情
報
通
信
技
術
を
利
用
で

き
る
人
と
利
用
で
き
な
い
人
と

の
間
に
で
き
る
格
差
︵
デ
ジ
タ

ル
デ
バ
イ
ド
︶
を
是
正
す
る
た

め
︑
条
例
を
制
定
す
る
も
の
︒

施
行
期
日

　
　
　
　
令
和
３
年
10
月
11
日

▽
令
和
３
年
度
伊
勢
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
︵
第
７
号
︶

１
億
５
１
９
０
万
円

民
生
費

・・
子
ど
も
関
係
施
設
感
染
防
止

　
緊
急
対
策
事
業４

６
２
０
万
円

教
育
費

・・
子
ど
も
関
係
施
設
感
染
防
止

　
緊
急
対
策
事
業

２
９
０
万
円

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
と
な

ら
な
い
児
童
等
の
感
染
を
防
ぐ

た
め
︑
障
が
い
児
支
援
施
設
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
︑
児
童
養

護
施
設
︑
保
育
所
︑
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
︑
幼
稚
園
等
の

感
染
対
策
を
強
化
す
る
た
め
の

経
費
を
増
額
︒

商
工
費

・・
中
小
企
業
者
緊
急
支
援
金

１
億
８
０
万
円

　
緊
急
事
態
措
置
に
よ
る
飲
食

店
の
休
業
・
時
短
営
業
︑
ま
た

外
出
自
粛
に
よ
り
売
上
げ
が
大

そ
の
他

▽
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

の
取
得

　
老
朽
化
し
た
消
防
団
の
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
４
台
を

新
た
に
購
入
す
る
た
め
︑
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
︒

　
主
な
装
備
と
し
て
は
︑
消
防

団
員
が
消
火
活
動
で
使
用
す
る

小
型
動
力
ポ
ン
プ
や
ポ
ン
プ
昇

降
装
置
等
︒

購
入
金
額

　
　
　
　
３
４
３
２
万
円昨年度購入した車両（参考）

大仏山公園スポーツセンター外周路
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◆◆◆ 審議した案件と結果 ◆◆◆

〔議案〕

全会一致の案件

〔議案〕
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25

　　   　議員名
 

 議案番号   　　

宮
﨑　
　
誠

久
保　
　
真

中
村　
　
功

井
村　
貴
志

上
村　
和
生

北
村　
　
勝

楠
木　
宏
彦

鈴
木　
豊
司

野
崎　
隆
太

吉
井　
詩
子

世
古　
　
明

野
口　
佳
子

岡
田　
善
行

福
井　
輝
夫

辻　
　
孝
記

吉
岡　
勝
裕

品
川　
幸
久

藤
原　
清
史

西
山　
則
夫

小
山　
　
敏

浜
口　
和
久

山
本　
正
一

宿　
　
典
泰

世
古
口
新
吾

議案番号 案件名 審議結果

議案第 69 号
令和２年度決算認定 賛成多数　認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73 号
令和３年度伊勢市一般会計補正予算（第６号） 賛成多数　原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
〔請願〕

請願第 ３ 号
子どもたちの「豊かな学び」の保障を求める請願 賛成多数　採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○

〔発議〕

発議第 ５ 号
子どもたちの「豊かな学び」の保障を求める意見書の提出 賛成多数　原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○

賛否の分かれた案件

・○は賛成、×は反対。浜口議長は通常採決に加わりません。
・藤原議員は、9/22の本会議を欠席。

〔報告〕

〔発議〕

7 継続費の精算報告

8 令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報
告

4 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書の提出

9 令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告
10～ 11 専決処分事項の報告（物損事故）

議案番号 案件名

68 専決事項の承認を求めること（令和３年度伊勢
市一般会計補正予算（第５号））

70 令和２年度伊勢市病院事業の資本剰余金の処分
及び令和２年度伊勢市病院事業会計決算認定

71 令和２年度伊勢市水道事業の利益の処分及び令
和２年度伊勢市水道事業会計決算認定

72 令和２年度伊勢市下水道事業の利益の処分及び
令和２年度伊勢市下水道事業会計決算認定

74 令和３年度伊勢市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

75 令和３年度伊勢市病院事業会計補正予算（第１
号）

76 伊勢市情報通信技術を活用した行政の推進に関
する条例の制定

77 伊勢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等
の一部改正

78 伊勢市立幼稚園条例の一部改正

議案番号 案件名
79 伊勢市教育集会所条例等の一部改正

80
伊勢市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準に関する条例の一
部改正

81 伊勢市国民健康保険条例の一部改正

82 玉城町の水道施設の伊勢市民の利用に関する
協議

83 伊勢市と玉城町との間における下水道施設の
利用及び下水処理の事務の委託

84 市道の路線の認定
85~88 人権擁護委員の推薦につき意見を聞くこと
89 小型動力ポンプ付積載車の取得
90 令和３年度伊勢市一般会計補正予算（第７号）
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問   

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
と

は
︑
障
害
の
有
無
や
特
性
に
か

か
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
子
供
た
ち

が
一
緒
に
遊
べ
る
児
童
遊
具
広

場
で
あ
る
︒
具
体
的
に
ど
こ
に

ど
ん
な
遊
具
を
設
置
す
る
の
か
︒

答   

い
せ
ト
ピ
ア
で
進
め
て
い

る
公
園
に
ブ
ラ
ン
コ
の
着
座
の

一
部
を
サ
ポ
ー
ト
付
き
シ
ー
ト

に
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
遊

具
の
設
置
を
考
え
て
い
る
︒

問   

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
等
︑

市
民
に
意
見
を
聞
き
モ
デ
ル
と
な

る
公
園
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
︒

答   

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
︑

ま
ず
は
公
園
に
お
け
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
の
考
え
方
を
都
市
整

備
部
門
︑
福
祉
部
門
が
連
携
︑

協
議
し
検
討
し
た
い
︒

福
祉
の
制
度
に
つ
な
げ
る
た
め

の
支
援
に
つ
い
て

問   

身
体
障
害
者
手
帳
取
得
等
︑

福
祉
の
制
度
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
医
療
機
関
で
の
診
断
書
提

出
が
必
要
で
あ
る
︒
経
済
的
負

担
を
減
ら
す
た
め
︑
取
得
料
に

つ
い
て
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
︒

答   

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
等
︑
関
係
機
関
と
い
ろ

い
ろ
な
事
例
を
検
討
す
る
中
で
︑

状
況
も
把
握
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
︒

問   

市
営
住
宅
に
入
居
す
る
際
︑

連
帯
保
証
人
の
確
保
が
大
き
な

壁
と
な
っ
て
い
る
︒
連
帯
保
証

人
の
規
定
を
外
し
た
ら
ど
う
か
︒

答   
60
歳
以
上
の
方
︑
障
害
の

あ
る
方
︑
生
活
保
護
受
給
者
︑

イ
※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
を
作
る
考
え
は
な
い
か

現
在
整
備
中
の
公
園
に
遊
具
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
方
で
連
帯
保

証
人
確
保
が
困
難
な
場
合
︑
申

し
出
に
よ
り
連
帯
保
証
人
を
２

人
か
ら
１
人
に
減
員
で
き
る
よ

う
準
備
を
し
て
い
る
︒

答

吉  

井  

詩  

子　
議
員

（
公
明
党
）

　９月定例会では、９月６日および７日の２日間で７人の議員が一般質問を行
いました。
　その質問と答弁の内容を要約してお知らせします（発言順に記載）。

…予算、条例等の議会に提出された議案の内容について質問をすること議案質疑

…市の事業、諸課題、将来の方針等、市政全般について質問をすること一般質問

動画配信について
一般質問ページにおいて、ＹｏｕＴｕｂｅ を利用した録画放送へリンクする二次元コードを掲載しています。
各議員の掲載記事欄にある二次元コードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、その議員の動画が視聴できます。

一
般
質
問

※インクルーシブ…「あらゆる人が孤立したり排除されたりしないよう援護し、社会の構成員として包み、支え合う」という社会政策の理念。

幼児用

設置予定のインクルーシブな遊具
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問   

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

防
止
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
︒

答   

子
ど
も
た
ち
の
感
染
拡
大

防
止
︑
公
共
施
設
の
対
策
︑
相

談
支
援
体
制
の
拡
充
︑
人
流
の

抑
制
︑
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
︑

こ
の
5
つ
の
柱
で
取
り
組
ん
で

い
る
︒

問   

自
宅
待
機
者
へ
の
自
宅
生

活
応
援
パ
ッ
ク
は
︑
毎
日
対
応

し
て
い
る
の
か
︒

答   

休
日
等
に
関
係
な
く
対
応

し
て
い
る
︒

問   

12
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も

へ
の
接
種
の
進
捗
状
況
は
︒

答   

集
団
接
種
︑
個
別
接
種
あ

わ
せ
て
︑
予
約
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
た
も
の
だ
け
で
︑
70
％

程
度
で
あ
る
︒

問   

保
育
士
︑
学
校
の
先
生
︑

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
従
事
者
等

へ
の
接
種
の
状
況
は
ど
う
か
︒

答   

優
先
接
種
の
枠
を
設
け
て
︑

希
望
者
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
方

に
接
種
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒

問   ﹁
あ
ゆ
み
﹂
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
生
活
福
祉
資
金
等
貸
し

付
け
の
相
談
へ
の
対
応
は
︒

答   
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

支
給
︑
生
活
保
護
受
給
等
様
々

な
支
援
を
す
る
場
合
も
あ
る
︒

問   

生
活
保
護
に
関
し
て
︑
緊

急
事
態
宣
言
中
は
︑
稼
働
能
力

の
活
用
等
の
判
断
を
留
保
で
き

る
旨
の
事
務
連
絡
が
厚
労
省
か

ら
出
て
い
る
︒
対
応
は
︒

答   

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
で
共
有

し
な
が
ら
適
正
に
進
め
て
い
る
︒

問   

学
校
で
の
子
ど
も
の
心
の

ケ
ア
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
︒

答   

市
費
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
時
間
を
増
や
し
︑

す
べ
て
の
教
職
員
が
児
童
生
徒

の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
︒

子どもの感染防止策として、親世代
へのワクチン接種は

  楠  木  宏  彦　議員
（日本共産党）

9 月 3 日現在で、51％ほど
が 1回目の接種をしている

答

の
影
響
で
先
行
き
は
不
透
明
で

あ
り
大
変
憂
慮
し
て
い
る
︒

問   

駅
前
ビ
ル
入
居
に
は
賃
借

料
・
駐
車
料
・
３
フ
ロ
ア
ー
工

事
代
等
20
年
間
で
総
額
33
億
３

０
０
万
円
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
か
ら
反
対
し
た
︒
伊
勢
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
も
２
０

４
０
年
に
は
伊
勢
市
の
人
口
は

10
万
人
と
な
る
︒
市
長
選
挙
後

の
政
策
方
針
を
問
う
︒

答   

駅
前
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
地
区
の

再
開
発
の
完
成
が
必
要
で
あ
り

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
︒

伊
勢
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

問   

２
０
２
１
年
ま
で
の
４
年
間

の
評
価
・
検
証
に
つ
い
て
問
う
︒

答   

職
員
削
減
等
の
量
的
改
革

か
ら
生
産
性
向
上
等
の
質
の
改

革
に
軸
足
を
移
し
改
革
を
進
め
︑

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
︒

問   

質
の
改
革
で
は
財
政
効
果

額
も
示
さ
れ
ず
行
財
政
改
革
の

手
法
・
手
段
は
間
違
っ
て
い
な

い
か
問
う
︒

答   
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
︑

事
務
事
業
の
棚
卸
し
を
柱
と
し

て
お
り
︑
事
務
事
業
の
最
適

化
・
職
員
の
意
識
向
上
が
図
ら

れ
た
も
の
と
考
え
る
︒

問   

伊
勢
市
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
の
中
心
は
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
・
人
口
構
造
の
変
化

で
あ
る
︒
ど
う
対
応
す
る
の
か
︒

答   

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
す
る
仕
組
み
や
体
制
の
確

立
︑
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
取
り
組
む
︒

問   

財
政
収
支
の
見
通
し
に
お

い
て
︑
財
政
調
整
基
金
等
が
平

成
29
年
の
２
５
１
億
円
が
令
和

３
年
ま
で
の
４
年
間
で
１
４
８

億
円
と
な
る
︒
今
後
５
年
間
で

枯
渇
す
る
の
で
は
な
い
か
︒

答   

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

駅
前
ビ
ル
へ
の
入
居
に
つ
い
て
、
入
居
す
る
こ
と

は
な
い
と
宣
言
し
て
は
ど
う
か

市
と
し
て
は
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

答

  

宿  　

  

典  

泰　
議
員

（
政
友
会
）

一
般
質
問

伊勢市駅前再開発ビル
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問   

気
候
変
動
で
風
水
害
被
害

が
年
々
拡
大
し
て
い
る
が
対
策
は
︒

答   

国・県・市
で
協
議
会
を
設

立
し
ハ
ー
ド
︑
ソ
フ
ト
対
策
を

行
い
︑
情
報
を
活
用
し
早
期
避

難
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い
る
︒

問   

巨
大
地
震
が
起
こ
る
と
30

ｍ
を
越
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
︑

関
東
か
ら
九
州
に
か
け
て
約
32

万
３
千
人
が
死
亡
︑２
３
８
万

棟
の
建
物
が
全
壊
焼
失
︑経
済
的

な
被
害
は
総
額
２
２
０
兆
３
千
億

円
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
︒

答   

津
波
タ
ワ
ー
等
の
整
備
を

終
了
し
︑
避
難
所
環
境
の
改
善
︑

備
蓄
食
や
簡
易
ベ
ッ
ド
の
購
入
︑

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
︑
そ

の
他
災
害
用
ト
イ
レ
の
整
備
︑

地
域
の
防
災
訓
練
や
自
主
防
災

隊
の
備
蓄
資
機
材
を
支
援
し
て

い
る
︒

農
業
政
策
に
つ
い
て

問   
担
い
手
不
足
の
現
象
が
長

い
期
間
続
い
て
い
る
が
︒

答   
農
機
具
や
設
備
投
資
が
必

要
で
あ
り
︑
労
務
単
価
が
低
く
︑

収
入
面
の
不
安
等
が
要
因
と
分

析
し
て
い
る
︒

結
婚
支
援
に
つ
い
て

問   

現
状
の
取
り
組
み
︑
実
績

に
つ
い
て
伺
い
た
い
︒

答   

支
援
セ
ン
タ
ー
を
平
成
27

年
10
月
に
開
所
︑
年
間
約
３
千

人
の
利
用
が
あ
り
︑
従
業
員
の

結
婚
を
支
援
す
る
企
業
や
団
体

１
９
８
団
体
が
い
せ
若
者
応
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い
る
︒

道
路
行
政
に
つ
い
て

問   

市
内
の
幹
線
道
路
の
渋
滞

が
土
日
祝
日
に
な
る
と
発
生
す

る
が
将
来
の
改
良
計
画
は
︒

答   

道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

早
期
の
避
難
や
住
宅
耐
震
補
強
を
広
報
等
で
周
知
し

て
い
る

問   

鈴
木
市
長
が
就
任
を
さ
れ

た
平
成
21
年
度
︑
県
全
域
の
総

生
産
は
７
兆
１
５
５
３
億
円
︒

当
時
の
伊
勢
市
は
４
６
９
１
億

円
︒
平
成
30
年
と
の
比
較
で
県

全
域
総
生
産
は
８
兆
４
１
１
３

億
円
︑
約
１
兆
３
０
０
０
億
円

上
昇
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
市

の
総
生
産
は
４
４
４
８
億
円
と

約
２
５
０
億
円
弱
減
少
し
た
︒

四
日
市
市
は
１
兆
４
４
８
７
億

円
が
２
兆
２
０
１
１
億
円
︑
約

７
５
０
０
億
円
増
︑
い
な
べ
市

は
２
６
７
３
億
円
が
４
６
３
１

億
円
︑
約
２
０
０
０
億
円
増
︑

名
張
市
は
２
３
８
１
億
円
が
２

６
４
１
億
円
︑
約
３
０
０
億
円

の
増
︑
伊
賀
市
４
０
１
４
億
円

が
５
１
４
７
億
円
︑
約
１
１
０

０
億
円
増
︑
総
生
産
で
伊
賀
市

に
伊
勢
市
は
抜
か
れ
た
︒
同
資

料
に
よ
る
市
町
民
１
人
当
た
り

所
得
は
県
内
１
位
の
い
な
べ
市

４
１
６
万
円
︑
伊
勢
市
は
２
７

６
万
円
︑
同
じ
県
内
で
約
１
４

０
万
円
の
所
得
格
差
が
あ
る
︒

指
標
か
ら
考
え
れ
ば
人
口
流
出

は
あ
る
意
味
当
然
で
︑
市
の
実

体
経
済
は
10
年
間
無
成
長
と
の

懸
念
も
し
て
い
る
︒
危
機
的
な

南
北
格
差
問
題
に
真
剣
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
南
勢
︑
東
紀
州

地
域
の
衰
退
は
さ
ら
に
加
速
す

る
︒
市
総
生
産
減
少
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
︒

答   

県
が
公
表
し
た
数
値
で
は

平
成
21
年
度
と
30
年
度
を
比
較

す
る
と
市
の
市
内
総
生
産
は
減

少
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
21
年
度

の
建
設
業
の
売
上
高
突
出
が
要

因
で
あ
る
と
分
析
す
る
︒
ま
た
︑

県
内
南
北
格
差
も
認
識
し
て
お

り
︑
定
住
自
立
圏
の
中
心
市
と

し
て
市
内
お
よ
び
圏
域
の
経
済

規
模
の
底
上
げ
に
努
め
た
い
︒

旧市からの中心市街地を経済政策の
柱とすることに疑問はないか

野  崎  隆  太　議員
（野崎りゅうた）

基
づ
き
計
画
的
に
実
施
し
て
お

り
︑
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の

確
保
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
︒

市内全体の特性に合わせた
在り方を引き続き求めてい
きたい

答

世
古
口  

新  

吾　
議
員

（
勢
風
会
）

一
般
質
問

答 風
水
害
被
害
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
想
定

さ
れ
る
が
減
災
対
策
は

南海トラフ地震の想定震源域
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問   

地
球
温
暖
化
対
策
に
お
け

る
実
績
と
課
題
は
︒

答   

住
宅
等
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
︑
電
気

バ
ス
の
導
入
支
援
な
ど
を
行
っ

て
き
た
︒
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
つ
い
て
の
課
題
は
︑
市
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
事
業
所

に
お
け
る
事
業
活
動
の
転
換
が

必
要
︒
引
き
続
き
啓
発
を
行
い

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
︒

問   

県
の
地
球
温
暖
化
対
策
総

合
計
画
と
市
の
環
境
基
本
計
画
を

踏
ま
え
た
取
り
組
み
と
課
題
は
︒

答   

県
と
連
携
を
図
り
、
低
炭

素
で
地
球
に
優
し
い
社
会
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
脱
炭
素

社
会
へ
の
課
題
は
、
事
業
者
の

協
力
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意

識
改
革
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

三
重
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
に
お
け
る
支
援
の
あ
り

方
に
つ
い
て

問   
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
現

在
利
用
可
能
な
支
援
は
︒

答   

市
営
住
宅
へ
の
入
居
要
件

等
︑
県
下
他
市
町
と
同
様
の
取

り
組
み
を
行
う
︒
市
と
し
て
引

き
続
き
対
応
で
き
る
制
度
の
拡

大
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
︒

問   

な
り
す
ま
し
や
偽
造
等
へ

の
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
を
ど
う

防
ぐ
の
か
︑
対
応
策
は
︒

答   

宣
誓
書
受
領
証
の
交
付
番

号
を
県
に
確
認
す
る
な
ど
本
人

確
認
を
行
い
︑
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
︒

問   

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
重
要

性
と
い
う
観
点
で
の
課
題
は
︒

答   

人
権
の
啓
発
や
様
々
な
制

度
整
備
を
進
め
︑
課
題
解
決
を

問   

再
開
発
事
業
を
完
了
さ
せ

る
に
は
︑
工
事
代
金
を
支
払
っ

て
建
物
の
引
渡
し
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
︒
金
融
機
関
が
施
行

者
に
融
資
す
る
に
は
︑
以
前
は

本
市
が
再
開
発
ビ
ル
に
入
居
す

る
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
が
︑

今
も
変
わ
り
な
い
か
︒

答   

変
わ
っ
て
は
い
な
い
︒

問   

施
行
者
か
ら
会
社
の
体
制

が
変
わ
っ
た
か
ら
と
入
居
に
向

け
た
再
協
議
の
申
出
が
あ
っ
た

が
︑
新
社
長
は
債
権
者
で
あ
る

施
工
業
者
の
社
員
︒
債
権
が
回

収
で
き
た
ら
︑
ま
ち
な
か
開
発

に
用
は
な
い
︒
社
長
の
名
前
が

変
わ
っ
た
だ
け
で
︑
実
態
は
何

も
変
わ
っ
て
い
な
い
︒
市
長
は

全
員
協
議
会
で
施
行
者
に
は
最

終
通
告
を
し
た
︒
再
協
議
は
な

い
と
明
言
さ
れ
た
︒
ま
ち
な
か

開
発
と
の
再
協
議
は
有
り
得
な

い
が
︑当
局
の
考
え
を
聞
き
た
い
︒

答   

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
︒

交
通
弱
者
の
外
出
支
援
策
に

つ
い
て

問   

７
月
か
ら
高
齢
者
外
出
支

援
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
っ
た
が
︑

申
請
者
も
利
用
者
も
非
常
に
少

な
い
の
は
何
が
原
因
か
︒

答   

目
的
地
に
つ
い
て
高
齢
者

が
必
要
と
し
て
い
る
部
分
と
合

致
し
て
い
な
か
っ
た
︒

問   

行
き
た
い
所
へ
直
接
送
っ

て
も
ら
え
な
く
て
︑
全
く
利
用

価
値
が
な
い
︒
考
え
を
改
め
る

気
は
な
い
か
︒

答   

今
後
事
業
を
検
証
し
て
︑

目
的
地
や
移
動
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
︒

問   

本
格
運
行
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
︒

答   

高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
︑

利
用
者
目
線
で
外
出
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
︒

図
り
︑
全
て
の
人
々
の
人
権
が

守
ら
れ
る
心
豊
か
で
住
み
や
す

い
街
を
目
指
し
た
い
︒

※脱炭素社会…地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出量と森林等による吸収量が均衡し、排出量が実質ゼロとなる社会。
※ゼロカーボンシティ…脱炭素社会の実現に向けて、2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにしていくことを表明した地方公共団体

（都道府県または市町村）のこと。

  
脱
※

炭
素
社
会
の
実
現「  

ゼ
※

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

 
に
挑
戦
・
表
明
す
る
か
問
う

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
推
進
し
、
宣
言
・

表
明
を
検
討
し
た
い

答

宮  

﨑  　

  

誠　
議
員

（
新
政
い
せ
）

一
般
質
問

伊勢市駅前Ｂ地区市街地再開発事業
は今後どうなるのか

小  山  　  敏　議員
（祥山会）

今年度中に完了させたいと
考えている

答

利用開始の目途が立たない伊勢市駅前再開発ビル
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　高校生から行政や議会等について意見を聴き、議会活動等に反映することを目的に高校生
アンケートを実施しました。アンケートに御協力いただいた高校生の皆さん、ありがとう
ございました。

実 施 期 間 令和３年７月１日（木）から令和３年７月30日（金）まで

対 　 　 象 市内在住または市内の高等学校に通学する高校３年生

実 施 方 法 伊勢市議会ホームページからアンケートフォームを利用し、回答（※回答は任意）。
なお、インターネット環境がない場合は、紙による提出も可とする。

回   答   数 443名（男性167名、女性247名、無回答15名、回答しない14名）

質問項目 「そう思う」 「どちらとも
言えない」 「そう思わない」 合計

（１）図書館やスポーツ施設など暮らしに役立つ
建物が充実していると思いますか。

188名
(42.4%)

189名
(42.7%)

66名
(14.9%)

443名
(100.0%)

（２）街並みがきれいだと思いますか。 203名
(45.8%)

193名
(43.6%)

47名
(10.6%)

443名
(100.0%)

（３）地震や大雨などの災害に強く、安心して生活
できるまちだと思いますか。

103名
(23.3%)

246名
(55.5%)

94名
(21.2%)

443名
(100.0%)

（４）電車やバスなどの公共交通機関が充実して
いると思いますか。

138名
(31.1%)

158名
(35.7%)

147名
(33.2%)

443名
(100.0%)

（５）買い物をする場所が充実していると思いま
すか。

151名
(34.1%)

166名
(37.5%)

126名
(28.4%)

443名
(100.0%)

（６）飲食店や娯楽施設などの楽しいお店が充実
していると思いますか。

144名
(32.5%)

170名
(38.4%)

129名
(29.1%)

443名
(100.0%)

（７）観光客や移住等を希望している方にとって
魅力あるまちだと思いますか。

205名
(46.3%)

188名
(42.4%)

50名
(11.3%)

443名
(100.0%)

  ■ 実施概要および回答者の内訳

  ■ 伊勢市のことについて、下記（１）～（７）の質問にお答えください。

伊勢市議会「高校生アンケート」集計結果

  ■ 伊勢市がもっと魅力あるまちであるためには、何が不足していると思いますか。自由に記入 
してください。

・・娯楽施設を増やしてほしい。【37名】
・・公共交通機関を増やしてほしい。（交通の便を良くしてほしい。）【29名】
・・買い物する場所（店）を増やしてほしい。【26名】
・・電車やＪＲの本数を増やしてほしい。【24名】
・・ショッピングモール（商業施設）を増やしてほしい。【21名】
・・バスを増やしてほしい。【16名】    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など　   
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関心や興味 (合計 443名 ) 関心や興味がない理由 (合計 384名 )

ない
148名

（33.4％）

あまりない
110名

（24.8％）

どちらでもない
104名

（23.5％）

少しある
60名

（13.5％）

ある　18名
（4.1％）

議会が何をする
ところか
分からない
122名

（31.8％）

議員がどんな人か
知らない
118名

（30.7％）

自分の生活に
特に影響がない

89名
（23.2％）

その他
51名

（13.3％）

学校行事の中止
や制限等がある

332名
（44.0％）

私生活の制限
等がある

170名（22.5％）

無回答　３名
（0.7％）

無回答　4名
（1.0％）

コロナ禍で困っていること (合計 755名 )

部活動の中止や制限等がある
93名（12.3％）

進学先の制限等がある
41名（5.4％）

就職先の制限等がある
35名（4.7％）

その他　25名（3.3％）

無回答　6名（0.8％）

アルバイトができなくなった
15名（2.0％）

家族の収入が減った
38名（5.0％）

※複数回答可

※複数回答可

  ■ 議会や議員の活動に関心や興味があるか教えてください。

  ■ コロナ禍で困っていることについて、教えてください。

  ■ 伊勢市について、意見や提案等がありましたら自由に記入してください。

紙面の都合上、掲載ができなかった回答もあります。
それらは伊勢市議会ホームページに掲載しています。
右の二次元コードからご覧ください。

・・税金を若者にもよく分かる形で使ってほしい。
・・祖母が免許返納後に出かけられる距離が狭くなった。バス停も歩いていける距離にない。
・・バス停に屋根をつけてほしい。
・・登下校時のバスと電車の車両を増やしてほしい。
・・伊勢市は他県から見ても有名な地域だから、他県の方が必ず通る伊勢市駅、宇治山田駅周辺の施設をもっと 
充実させるべきだと思う。
・・山田上口駅の待つところが小さい、雨が入ってくる。
・・地震、津波への対処をもっとしてほしい。　

など　   

関心や興味 (合計 443名 ) 関心や興味がない理由 (合計 384名 )

ない
148名

（33.4％）

あまりない
110名

（24.8％）

どちらでもない
104名

（23.5％）

少しある
60名

（13.5％）

ある　18名
（4.1％）

議会が何をする
ところか
分からない
122名

（31.8％）

議員がどんな人か
知らない
118名

（30.7％）

自分の生活に
特に影響がない

89名
（23.2％）

その他
51名

（13.3％）

学校行事の中止
や制限等がある

332名
（44.0％）

私生活の制限
等がある

170名（22.5％）

無回答　３名
（0.7％）

無回答　4名
（1.0％）

コロナ禍で困っていること (合計 755名 )

部活動の中止や制限等がある
93名（12.3％）

進学先の制限等がある
41名（5.4％）

就職先の制限等がある
35名（4.7％）

その他　25名（3.3％）

無回答　6名（0.8％）

アルバイトができなくなった
15名（2.0％）

家族の収入が減った
38名（5.0％）

※複数回答可

※複数回答可
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　平成29年（2017年）11月から令和３年（2021年）11月までの伊勢市
議会の４年間の主な取り組みを紹介します。令和３年11月27日からは新た
な体制となりますが、これからも引き続き議会改革を進めていきます。

●いせ市議会だよりの表紙写真の募集を開始しました。
【平成30年（第53号）～】

●表紙の題字を市内の小学生から募集し、学校ごとに掲載
　しています。【平成30年（第53号）～】

　（これまでの採用小学校）
　進修、修道、有緝、早修、中島、明倫、厚生、
　神社、大湊、佐八、宮山、浜郷、四郷

伊勢市議会伊勢市議会のの４年間４年間のの主な取り組み主な取り組み

●伊勢市議会業務継続計画（議会BCP）を策定しました。【令和元年10月】
　大規模災害発生時の議会と議会事務局の行動基準をより明確にするため、平成28年に
制定された「伊勢市議会大規模災害対応基本方針」を見直し、「伊勢市議会業務継続計画
（議会BCP）」を新たに策定しました。

●市議会防災訓練を実施しました。【令和２年２月】
　「伊勢市議会業務継続計画（議会BCP）」に基づき、市議会防災訓練を実施しました。
訓練は、議会休会中の災害発生を想定した非常参集、安否確認、非常通信など、対応行動
の習得と議会中の災害発生を想定した避難経路の確認を行いました。

（議会ＢＣＰの対象とする想定災害）
　１．伊勢市内で震度５強以上の地震が発生

したとき
　２．伊勢市に大津波警報が発表されたとき
　３．暴風、豪雨、洪水、土砂災害などで局

地的又は広範囲な災害が発生したとき
　４．伊勢市内で大規模な火災、爆発、水難

等が発生したとき
　５．その他重大な災害が発生したと議長が

認めるとき

●伊勢市議会政策立案及び政策提言実施要綱を制定しました。【令和元年10月】
　平成29年に制定した「伊勢市議会基本条例」の一部改正を行い、政策立案機能の強化
や市長等に対する政策提言を行うことについて規定するとともに、「伊勢市議会政策立案
及び政策提言実施要綱」を新たに制定しました。

防災訓練（令和２年２月17日）

市議会だよりいせ 
平成30年12月１日号
第　　　号53

発行／伊勢市議会
編集／議会のあり方調査特別委員会
　　　広報検討分科会

題字　進修小学校６年　中井　あこ　さん

お伊勢さんマラソン、バリアフリーラン
「完走するランナー」
伊勢市西豊浜町の野呂孝則さんに
ご投稿いただきました。

　撮影日  2017年12月2日　
～野呂孝則さんのコメント～
　娘は、周りの仲間と一緒に楽しみながら、毎回
1.9㎞のコースをゴールしています。

　今年のお伊勢さんマラソンは、2018年12月１日㈯
にウォークの部、バリアフリーラン、２日㈰にランニ
ングの部が開催されます。

９月定例会の概要
決算審査の概要
審議した主な議案の内容
市政を問う（議案質疑・一般質問）
表紙写真の募集

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ページ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ページ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ページ
・・・ ７～10ページ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12ページ

主な記事
※神社小学校と大湊小学校
　は令和３年４月に統合し、
みなと小学校となりました。
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●伊勢市高校生議会を開催しました。
【令和元年８月】

●議会報告会・意見交換会を開催しました。
【令和２年11月】、【令和元年11月】、
【平成30年11月】

伊勢市高校生議会（令和元年８月８日） 議会報告会・意見交換会（令和２年11月26日）

●新型コロナウイルス対策会議を設置しました。
【令和２年２月】
　新型コロナウイルス感染症が急速に拡大してい
ることを踏まえ、議会ＢＣＰに基づく新型コロナ
ウイルス対策会議を設置し、情報共有や対策につ
いて議論を重ねてきました。
　これまでに30回の会議を開催（令和３年９月
現在）し、市長へ３度にわたり要望書を提出しま
した。

●新型コロナウイルス感染症に関するアンケート
調査を実施しました。【令和２年９月】
　新型コロナウイルス感染症による市民への影響
等を把握し、今後の議会活動に反映していくた
め、全世帯を対象にアンケート調査を行いました。
　皆さまからいただいたご意見等は要望書として
とりまとめ、令和３年１月15日に市長へ提出し
ました。

要望書提出（令和３年１月15日）

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

令
和
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年
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月

30日
ま
で

伊
勢
局
承
認

5036
三重県伊勢市岩渕１丁目７番29号

伊勢市役所

　
議会事務局

　
調査係

　
行 　
　
　
　
　
　
　

５
１
６
８
７
９
０

山折り線②

山折り線①

～  あなたの声をお聞かせください  ～
「新型コロナウイルス感染症に関する伊勢市議会アンケート」

のりしろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のりしろ

◆あなた自身のことについてお聞きします。

～  あなたの声をお聞かせください  ～
平素は、市議会活動に格別のご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。
伊勢市議会では、新型コロナウイルス感染症がもたらした市民の皆様への影響等を把握し、今後の市議会活動
に反映させていくことを目的として、アンケートを行います。皆様のご協力をお願いします。

　～ ご回答にあたって ～
①アンケートには、お名前、ご住所を書いていただく必要はありません。
②回答は選択肢の中から、あなたの考えにあてはまる項目にチェック（ ）をしてください。
　（自由記述等を除きます）
③ご記入後、切り取り線でアンケート部分を切り離し、山折り線①②に従って折り（アンケート部分が内側に
なるように）、のりで貼り合わせて封筒の形にし、切手を貼らずにそのままポストに投函してください。
　※切手は不要です。
④アンケートは、伊勢市議会のホームページから回答いただくことも可能です。
⑤令和２年９月15日（火曜日）までに投函をお願いします。【問い合わせ先：議会事務局（ TEL ㉑ - 5630）】

問１：あなたの性別を記入してください。
　

問２：あなたの年代をお答えください。（１つに ）
　　　 □10代　□20代　□30代　□40代　□50代　□60代　□70代　□80歳以上

問３：あなたのご職業をお答えください。（１つに ）
　　　 □会社員（正社員）　□会社員（契約社員／派遣社員）　□公務員　□自営業
　　　 □パート／アルバイト　□主婦（主夫）　□学生　□無職　□その他（　　　　　　　 　　）

問４：あなたの家族構成をお答えください。（複数 可）
　　　 □一人暮らし　□配偶者　□子ども　□父親（配偶者の父親を含む）
　　 　□母親（配偶者の母親を含む）　□祖父母　□孫　□兄弟姉妹　□その他（　　　　　 　　）

「新型コロナウイルス感染症に関する伊勢市議会アンケート」

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

伊勢市議会から市長へ　第２回要望書提出

　伊勢市議会では、４月24日に市長へ要望書を提出後、状況の変化等を見極めつつ、６月15日
から22日にかけて、新型コロナウイルス対策会議のメンバーが中心となって経済、福祉、
教育等の市内13団体と懇談しました。新型コロナウイルス感染症による影響、今後の展望、
要望事項等の意見聴取を行い、それらの意見を元に下記の９項目に渡る要望書を作成し、７月
７日に市長へ提出しました。

①　新型コロナウイルス感染症対策の雇用調整助成金や新型コロナウイルス感染症対策休
業支援金・給付金などの支援施策の周知について、市民及び市内事業所に対し、よりわ
かりやすく広報すること。

②　今後も新型コロナウイルス感染症の影響は続くと想定されるため、失業者対策及び雇
用確保のための支援をすること。また、障がい者の就労支援についても影響が出ないよ
うに対応すること。

③　感染リスクのある業種にかかる、新型コロナウイルス感染症対策のガイドラインを定
め、周知するとともに、消毒液・マスク等の衛生用品購入及び空気清浄機、自動水栓等
の衛生に関する機械器具等への投資に対する補助を検討すること。

④　サービス・小売業等における非接触での会計推進のため、キャッシュレス決済の導入
支援を図ること。

⑤　保育所や幼稚園で、新型コロナウイルス感染症対策のための業務が増えている。保育所、
幼稚園の状況に応じた人的支援、物的支援を検討すること。また、市立・私立で所管の
違いもあり対応に違いがあったことから緊急時には平等な対応を図ること。

⑥　市の主要産業である観光について、イベント等の再開基準を示すとともに安心安全な
観光地づくりのため、サービス産業における新型コロナウイルス感染症対策のガイドラ
イン作成と風評被害を防ぐ正しい情報発信に取り組むこと。

⑦　第一次産業において、品質のよい地域産品の生産に対する支援及び地域産品の販路拡
大と積極的なＰＲに取り組むこと。

⑧　新しい生活様式の周知及びその基準に沿った市民の活動の場を確保していくこと。

⑨　新型コロナウイルスの感染に備え、検査体制の充実、安心して受診できる医療体制づ
くりと市民への周知を図ること。

【伊勢市議会の要望項目】

伊勢市議会から市長へ　第２回要望書提出◆新型コロナウイルス感染症の影響等についてお聞きします。　
問５：現在、あなたやあなたのご家族に新型コロナウイルス感染症の影響はありますか。（１つに ）
　　　 □ある　□少しある　□あまりない　□ない

問６：問５で「ある」、「少しある」と回答した方に伺います。あなたやあなたのご家族は、現在
何にお困りですか。どなたが何にお困りか記入してください。（複数 可）

問７：新型コロナウイルス感染症に関連した伊勢市の施策について、ご意見やご提案がありまし
たら記入してください。

─アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。─

　 　　□生活への影響がある。

　 　　□仕事への影響がある。

　 　　□学校への影響がある。

　 　　□自治会活動（地域行事等）への影響がある。

　 　　□趣味、娯楽への影響がある。　

　 　　□その他への影響がある。
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伊勢市議会から市長へ　第１回要望書提出

①　新型コロナウイルスに関する市内及び近隣市町の情報収集及び情報提供に努め、迅速
に対策を講じること。また、支援窓口の一本化と体制づくりを早急に講じるとともに、
市民に対して各種施策の周知に努めること。

②　国・県の基準以外で新型コロナウイルスのために大幅に売上減となった事業所や収入
が減った世帯などへの支援を早急に講じ、就労支援等、市独自の緊急的な施策や事業を
検討すること。

③　高齢者・障がい者等福祉関連施設における感染拡大防止対策に努めるとともに、利用
者減や経費増に対する財政的支援、マスクや消毒液等の物的支援を図ること。

④　市内での感染拡大に備え、医療崩壊を来さぬよう、市立伊勢総合病院を含めた市内医
療機関等と連携して徹底した院内感染の防止、検査体制の充実、医療従事者への支援を
行うこと。また、宿泊施設の借上げ等、民間との協力体制を構築すること。

⑤　児童・生徒の感染リスクへの配慮と学力・体力低下の防止を図ること。

⑥　市内での感染拡大阻止並びに観光客や帰省者等、市外からの感染拡大阻止に全力で取
り組むこと。

⑦　新型コロナウイルスに関連して、個人等への偏見や差別につながる行為、人権侵害、
誹謗中傷等が起らないように対策を講じること。

⑧　上記の要望を踏まえ、市の施策を速やかに作成し、市議会へ提案すること。

　伊勢市議会では、２月29日に新型コロナウイルス対策会議を設置し、情報共有と対策等に
ついて議論を重ねてきました。市の担当と意見交換を行い、現状と今後の市の対応を把握し
た上で、新型コロナウイルス感染症対策にかかる下記の８点の要望項目を記載した要望書を
作成し、４月24日に市長へ提出しました。

【伊勢市議会の要望項目】

伊勢市議会から市長へ　第１回要望書提出

世古明議長から鈴木健一市長へ要望書提出（４月24日）

●議員定数検討会を設置しました。【令和２年３月】
　議員定数について議員定数検討会でさまざまな観点から調査・検討を重ねた結果、令和
２年10月の本会議で令和３年度改選時から定数を２名削減（26名→24名）とすることと
決定しました。

●タブレット端末を導入しました。【令和３年１月】
　コロナ禍や災害時を想定したオンライン化など、議会
活動のデジタル化の推進とペーパーレス化を進めるた
め、タブレット端末を導入し、全議員に貸与しました。
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■印刷　千巻印刷産業株式会社　　■「いせ市議会だより」は、再生紙を使用しています。

　動物が好きなので獣医や飼育員などの動物関係の仕事につきたい
です。

表紙表紙のの題字題字はは表紙表紙のの題字題字はは表紙の題字は
将来の夢

四郷小学校の皆さんに書いていただいた作品の中から、
今回は、山本沙季さんの「いせ」を採用しました。

　いせ市議会だよりの表紙の題字は、伊勢市内の小学生から募集したものを
学校ごとに掲載しています。
　次号は、豊浜東小学校の皆さんの作品の中から採用する予定です。
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表紙写真表紙写真をを募集募集していますしています
年４回（５月・９月・12月・２月）、市内の全世帯に届けられる年４回（５月・９月・12月・２月）、市内の全世帯に届けられる
  　「いせ市議会だより」の表紙を  　「いせ市議会だより」の表紙を
　  　　　あなたの写真で飾ってみませんか。　  　　　あなたの写真で飾ってみませんか。

詳細については伊勢市議会ホームページをご覧ください。詳細については伊勢市議会ホームページをご覧ください。
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12月定例会は、

日程等は、決定次第、ケーブルテレビ、
伊勢市議会ホームページでご案内します。

現職議員の任期は令和３年11月26日までです。
令和３年11月27日からは新たな体制となります。

の予定です。
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非接触型検温器を寄贈する竹本様（左から２番目）


